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都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 32.4 ha

令和 5 年度　～ 令和 9 年度 令和 5 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 山形県 新庄市
しんじょうし

最上公園周辺地区
も が み こ う え ん し ゅ う へ ん ち く

計画期間 交付期間 9

大目標：　新庄城址を中心とした旧城下町にふさわしい賑いと活気のあるまちづくり
　　目標１：市民が集い憩うことができる快適な空間づくり
　　目標２：来訪者が新庄の歴史を感じられるエリアづくり
　　目標３：まちの賑いや観光の拠点づくりと周遊性の向上

・本市は元和8年（1622）に戸沢政盛公によって開かれた新庄藩の城下町であり、寛永2年（1625）に現在の最上公園に新庄城が築城された。戊辰戦争により新庄城は焼失したが、城址には明治27年（1894）に戸沢神社が建立され、堀や土塁が往時の面影を残す城址
公園として整備されている。
・令和7年には、新庄藩開府から400年の節目を迎えることから、このことを契機として歴史的風致を生かしたまちづくりに取り組み、令和4年度中の歴史的風致維持向上計画の認定を目指している。
・歴史的風致維持向上計画においては、新庄城址・最上公園や新庄藩主戸沢家墓所を含めた重点区域を設定し、修景整備事業等に取り組む方針としている。
・歴史的風致維持向上計画の策定にあたって市民1,000人を対象として実施した「歴史まちづくりに関するアンケート（令和3年10～11月実施）」において、今後推進すべき取り組みとして、「新庄城址（最上公園）の整備」を望む声が最も多い結果となった。
・最上公園周辺には、新庄ふるさと歴史センターや市民文化会館、新庄中学校などの公共施設が集積され、市民が郷土の歴史・文化を感じながら憩える空間づくりを目指している。
・最上公園（都市公園）敷地に公立保育所を整備する予定であり、周辺施設と連携した公園施設の機能を強化し、豊かな自然の中で子育てができる環境整備を目指している。
・新庄駅から最上公園までの約1.4kmの行程は、観光客が散策する主要なルートとなっているものの、商店街の空き店舗や空き地が増加し、沿道の魅力が低下している。

●城址公園としての整備
・新庄藩開府400年を機に、最上公園周辺の歴史・文化的価値を再構築するための整備が求められている。
・最上公園は昭和60年（1985）から平成13年（2001）にかけて大規模な整備を行っているが、20年以上が経過し、施設機能の老朽化対策が必要になっている。
・公立保育所を含む公園全体の機能を充実させることで、子育て世代を中心とした市民の生活の質（QOL)の向上が求められている。

●公園周辺施設の連携
・最上公園や周辺の公共施設については、一体的な利用や管理が図られていない部分もあり、利用者の利便性を阻害する要因となっている。そのため、エリア内の公共施設をはじめ、新庄駅や商店街とも連携させることでエリアとしての魅力を向上させ、市民の満足
度や観光客の周遊性の向上が求められている。
・新庄駅から最上公園までの行程をウォーカブルな空間にしていくため、沿道の観光コンテンツや案内サインの整備が求められている。

①第５次新庄市総合計画（2021-2030）（令和２年度策定）
まちづくりの柱２（教育）「文化芸術の振興」
　＜10年後の目指すべき状態：優れた芸術や伝統文化に触れることで市民の誇りや愛郷心が醸成され、多くの市民が心豊かに文化芸術活動に親しんでいる＞
　　・伝統文化の継承とふるさと意識の醸成
　　・文化財の保存活用と継承
まちづくりの柱６（都市基盤）「住みやすい都市形成」
　＜10年後の目指すべき状態：まちなか居住ができる市街地が形成され、周辺集落とのネットワークが形成されている＞
　　・憩いとうるおいの空間の創出

②新庄市都市計画マスタープラン（2020-2040）（令和２年度策定）
○都市機能の整備方針
　【公園、森林・緑地、河川】
　　・新庄城址を中心とする最上公園は、桜の名所として、また、憩いの場として広く市民に親しまれる等、本市の中心的な公園であることから、歴史・文化拠点を形成する公園・緑地系統の核として機能充実・整備を進める。
○都市環境・その他の整備方針
　【景観（歴史景観）】
　　・市内散策野外コースや新庄駅を起点とした歴史的施設への史跡探訪コース等の整備・充実に努め、多くの人に親しまれるよう、必要な機能については景観にも配慮しながら整備を図る。
　【観光・交流】
　　・最上公園について、既存施設や景観を活用した観光拠点としての魅力づくりを検討する。



目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ Ｒ4年度 Ｒ8年度

人 Ｒ3年度 Ｒ8年度

回 Ｒ4年度 Ｒ8年度最上公園でのイベント回数
年間のイベント開催回数
（既存のカド焼きまつりなどのイベントを除く）

市民が集う空間や賑いの拠点づくりの達成状況を計る指標。 0回 ７回

新庄ふるさと歴史センターの入場者数 年間の入場者数の実績値
観光拠点づくり及び来訪者が歴史を感じられるエリアづくりの達成
状況を計るために、最上公園内にある当該センターの入場者数の
増加値を指標とする。

5,578人 10,000人

公園に対する市民満足度
まちづくり市民アンケートで「憩いの空間として公園が整備
されている」の設問に対する満足度

公園周辺の整備による周遊性の向上及び快適な空間づくりの達
成状況を計る指標。

31.20% 33.6%

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【市民が集い憩うことができる快適な空間づくり】
　・広場及び園路の再整備
　・景観上の支障木の撤去、植栽
　・来訪者のための駐車場及び進入路整備
　・既存便所の改修、バリアフリー化
　・既存施設と連携した滞在空間の向上

【基幹事業】（公園）広場・園路・駐車場、照明施設、休憩スペース
【基幹事業】（公園）便所
【基幹事業】（道路）公園進入路（市道高校前線）
【関連事業】中部保育所整備

【来訪者が新庄の歴史を感じられるエリアづくり】
　・城址公園としての修景整備
　・景観上の支障木の撤去、植栽（再掲）

【基幹事業】（公園）本丸内広場、園路（土橋）
【提案事業】（地域創造支援事業）二の丸跡埋蔵文化財調査

【まちの賑いや観光の拠点づくりと周遊性の向上】
　・来訪者のための駐車場整備（再掲）
　・周遊性向上のための情報案内サインの整備
　・二次交通の整備

【基幹事業】　(公園）広場・園路・駐車場、照明施設（再掲）
【基幹事業】　(地域生活基盤施設）情報板
【基幹事業】　(地域生活基盤施設）共用駐車場



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 新庄市 直 45m 6 6 5 5 5 5 －

公園 新庄市 直 7,400㎡ 5 8 80.5 80.5 80.5 80.5 －

新庄市 直 3箇所 6 9 61.5 61.5 61.5 61.5 －

新庄市 直 12,000㎡ 6 8 32 32 32 32 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 新庄市 直 1,500㎡ 6 7 67.5 67.5 67.5 16.8 －

新庄市 直 10基 7 7 6 6 6 6 －

高質空間形成施設

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

ワーケーション拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

住宅市街地 総合整備 事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

エリア価値向上整備事業

合計 252.5 252.5 252.5 0.0 201.8 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

新庄市 直 5 7 107.5 107.5 107.5 44

新庄市 直 5 5 3 3 3 3

合計 110.5 110.5 110.5 0.0 47.0 …B

合計(A+B) 248.8

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
新庄市 2,900㎡ ○ 4 6 539

新庄市 300m ○ 9 9 200

合計 739

事業期間
全体事業費

公立保育所整備

社会資本整備総合交付金（雪寒） 市道小田島公園前線消雪設備工事

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

地域創造
支援事業

事業活用
調査 二の丸跡埋蔵文化財調査

まちづくり活
動推進事業

利活用促進事業（市民WS,イベント開催）

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名
細項目

情報板

交付期間内事業期間
細項目

公園進入路（市道高校前線）

最上公園（広場・園路・駐車場・照明施設）

最上公園（便所）

最上公園（本丸内広場・園路（土橋））

（参考）事業期間

共用駐車場

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

0.45交付対象事業費 248.8 交付限度額 111.9 国費率

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

最上公園周辺地区（山形県新庄市） 面積 32.4 ha 区域 新庄市堀端町、小田島町、大手町、沖の町、本町の各一部

凡 例

都市再生整備区域

鉄道（ＪＲ）

Ｎ


